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シラタオくご泌側Ig.・chthysmicrodonBLEEKER)の生態について

堀田秀之・岡村 正

i北f毎道大学水産学部1
く東北海区水産研究所) t献水増殖学教室)

An Ecological Note on the “Shirauo'¥ Salangichthys micr印加~ BLEEKER 

Hideyuki HOTT A and Tadashi T AMURA 

Tohoku Regional Fisheries Faculty 01 Fisheries， 
Research. Laborat01Y . Hokkaido University 

Abstract 

The authors studied the ecologicalconditions in the anadromous period (spawning記 ason)of 

"Shirauo" which have their lives in the sea. 

The following fl巴suItswere obtained; 

1. The meeting and 開 rtingof both sexes are ωnsiderably important pJints， it is shows a 

periodicity of 10ー15days. 

2. In view of the degree of maturity and the mixing rate of the two sexes， it can be estimated 

that the spawning鈴 ason∞ntinuesfor a ∞nsiderably long period comrnencing in Fぬruaryandωding

at the beginning of May. 

3. on the mixing rate of ¥he sexes， male is dominant in numl:e~ in flood， and in ebb female 
occupies a larger portiop. 

4. The amount of catch changes according to the age of the moon and， generally speaking， catch 
is 1ωs at the spring tide of the new and full moon， though there are good. catches at the neap tide • 

. 5. As the results Qf artificial ferti1ization， so far as the authors know， it takes the hatch out 

624 hours at about e.50C or 2ωhours at about 14.50C. 

6. It is estimated that the mixing rate of the "Shirauo" in the 引Shirasu" has relation to 

the migtation and scawning， and then it民emsto be a local condition. 
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I 緒言

愛知県に於けるむラウオ漁業は，主として三河湾奥の豊川，矢作

川等の各河川河口K於いて，古く永録年間 (1558-1568)より創め

られて以来，抄網，掬網から現在の剰l網へと発展をしてきた所謂零

細なる漁業の 1つである。シラウオは，外観透明な美しい小型の魚

で三河の特産品として，昔t主将軍家に献上せしものと云われている。

筆者等は本種の生態について調査する機会を得たのでその結果を

報告する。

三河湾内外の調査地点は第1図に示す様に湾奥部の豊川河口の宝

鵬揃卦仕掛川河口の刈谷市及び湾外渥美半島犬平洋沿岸の赤羽

根地出である。
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選上繍〈産卵期〉に於Iずる生態

シラウオは.窓卵の為に遡河樹E障を符うので.その遡上期即ち

産Jja1蜘 Z木漁業の漁期で.期開漁船〈無動力 1-3屯〉は夜間に

ガスラ !/7・を点火して操業するので，との漁船に便乗して採捕し

た材料に基いて調査を行った。

(i) 雌雄比の変動

調査回毎に潮の滋落に関係なしに全部を糧bて.その雌雄比の

菱化を表わしたものが第1-2表及び第2-3図である。とれら

から雌雄の比は週蜘惇褒化する様に見える。即ち2月下旬では

雌が多いが次第K雄が多くなり全体の70-80%を占星〉る様になり

3月上旬後半には，再v'雌雄同数に達しその後再v'雌が次第に多

E 

》

-、. 

却。 s
J.... FEB 

Fig. 2. The sex ratio of the 
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Fig. 3. The鵠 'xratio of the "Shirauo" of the Toyo River 

Table 2. . The sex ratio of the 

“Sirauo" of the Toyo River 

(Maeshiba) 

Table 1. The sax ratio of the “Shirauo" 
of the Sakai River (Kariya) 
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くなって雌維の数が滋転する。との様に雌雄数の増滅が交互に繰返し起っている(第3図〕ととは雌維が慨

して別個の群を作り.産卵期に合体し，終って叉離れるという生殖行動:てこ起因するものと考えられる。との
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様な例は茨城県沿岸に於いても明らかである。く第3表〉 との雌離の離合集散の状態は. 3月羽目の記録を

除けば大体10日-15日の間隔で起っているものと考えられる。との離合の状態からみて.シラウオの産卵時

期は，両性の比の略々等じくなる時期と考えられ.相当長期間に豆b.或る短還期 (10日-15.日〉をもって

産卵古帯われているものと推察される。

Table 3. The舘 xratio of the “Shirauo" off the coast of Ibaragi Prefectぽ e

Date Locality Female Male Total 

Mar. 14 19'51 IsOHAMA 58 。 ι58 

21 '52 " 2 壬1 13 

24 '51 NAT~U【Hl! 5 1 6 

25 " " 4 。 4 

Apr. 16 '52 I~OHAlIlA 1 o 1 

24 '51 NAT弓PU.¥tf 15 1 16 

28 '50 I'IOHAMA 9 12 

May middle // Mouth of HINU.¥lAGAWA 5 8 

(ii) 生殖巣の成熟の様相

シラウオの成熟せるものは，外部よ旬肉眼的観察によっても容易に識別し得るものである。即ち雌は陵部

膨大し卵巣内の卵は個々に算するととが出来?て，陵部を軽〈圧すれば卵を彩しく排出する。又雄也同様R精

を勢よく射出する。放卵，放精後のものは，体著しく疲弊し，性の区別は智鰭基部の鱗の有無によっても容

易に区別出来る。との様にして区別された生殖巣の

成黙度を各調査日毎にその出現割合で示したものが

j V骨量
第4図である。 3月中旬頃から放卵，放精後のもの

が10-40%認あられる様tてなり 4月l'Cfま50%を示し

5月上旬には叩%以上という高い割合を示す。との

と1::;.前述の雌雄比の愛野Jの状態とを考え合せる k

産卵初期は2月下旬産卵盛期は3月-4月上旬，産

Fig. 4. The ap戸訂'enceof the mat町 e

fish 

卵終期は4月-5月上旬であらうと云える。従来か

らいわれている産卵盛期と大体一致しでいるととに

なる。

Ciii)潮の漆落と雌雄の移動

次に潮の溌落と雌縫の移郵~状態との関係をみる為に，滋潮

時，落潮時毎に投網して調査した結果は第4表の通ちであ

る。滋潮時，落潮時共に雌雄比には有意の君主が認められ〈危

険率 1%).概して穣潮時には維が多<.落潮時には雌が多

いが適期的愛イとにはZきりがない。くFig.5) 即ち前項(i)で

述べたものと同様である。従って適期的な雌雄の遡上が何等

かの原因によって多少前後ずるものであろう。

Civ) 月令と漁獲との関係

月令による漁獲高，漁獲奉の変異及ひ嘆の傾向について，

愛知県衣ケ浦漁業協同組合の出漁日毎のシラウオの総漁獲高

:l仏
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Fig. 5. The relation of the tide 
and tl沼田X of‘'Shirauo" 

及び従事漁業者数の記録から 1人当漁獲高を調査し，とれらを図示したものが第6及 7図である。

との漁業が月の盈虚に密接な関係を有するととが判る。即ち月令満朔のメ潮時には. 1人当漁獲高は少な
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く，ノJ潮時に漁獲が多い傾

向が語、bられる。との原因

については，小潮時}主潮の

動きがノJ、さい為に魚の往来

が多いとか，濡筋にとの魚

が多い州、潮時は瀬市Z低い

ので魚遣が狭くて従って密

集しているから漁獲至容が良

いとも云われている。叉満

月にはガスランフ・を使用す

るのでその効果が無いので

殆んど出漁しない等極bて

複雑であるが，月令によっ

て生ずる明暗度の菱化.潮

汐の菱化による魚類の生理

生蹴句変化を示す結果と一

方には之等の原因による漁

按状態の異常等を考えるこ

とが出来る。

くv) 発生

乾導法Kよって人工受精

を行いその卵内発生経過の

大略は，第1回 (March

5・41)では受精後6時間で

第 2分割，ロ時間後で第4

分割.240時間で頭部出現

勝イヒ迄には位4時間(26日〉

を要したが第2回 (April

28・41)には受精後.208時間

で勝化した。卿化仔魚は

全長4.5mmであった。上

記実験期間中の附近の水温

は第8図に示してある様K

水温は次第K上昇してい

る。水温が滑化時聞に与え

る影響については多くの報

告があるがシラウオでは実

験回数が少いので明らかで

はないが水温が或る程度高

い程癖化時聞は早いことが.

推定される。

Table 4. The児latio問 ofthe tide and the田 X

of “Shirauo" 
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次に三河湾外太平洋沿岸の芳羽根地先で愛知県水産試験場がシラス曳網の漁獲物組成を調査したその記録

から，シラスに混合してくるむラウオの消長及びその体長組成を示したものが第5表である。

7月から12月までの聞は 2伊Ij(Aug. 3'44， Aug.泊 '50)を徐いては主としてカタグチイワ 3の会ラス

に僅かに混獲されているに過ぎないQ 叉との附近のシラウオの漁期頗c1月-2月〉でもアユのシラスに混

Fig. 9. The frequency 
curve of the body 
length in each months 

Table 5. The body length and the f問 quencyof 
the “Shirauo" from the catch of "Shir掛 u"

I-~ microdon I Dominant species 
Date I Number I P_~ト I ~od!~len喧~hl and戸 間ntagein 

I n..UJ""" I centage I range(cm.) I "Shir 

Jun. 19， '50 1 1.0 3.0 Anchovy く97.0%)

" 20， '43 2 2.6-2.7 1/ 

Jul. 18， '44 4 0.4 2.9 Anchhovy (98.1%) 
Aug. 3，グ 758 95.0 2.7-3.6 "Shirauo" (95.0%) 

" 7， '43 3 0.7 3.1-3.2 Anchovy (91.4%) 
F 30， '50 86 88.8 3.4 "Shirauo" (88.8%) 

Sept. 17， '~ 3 0.3 2.6-3.3 Anchovy (62.8%) 
グ 27，グ 3 0.01 手

" く97.4%)

" 25， " 3 0.25 2.7-3.2 グ (99.2%) 
Oct. 18， F 3 0.3 3.0-3.5 F (99.7%) 
グ 21，グ 5 0.78 P 

" (91.4%) 
Nov. 1， " 5 0.01 3.1-3.5 " (99.0%) 

Q 14' Q 10 0.61 3.6-4.0 グ

Dec. 2， Q 44 12.5 P グ (86.6%) 
Jan. 1， 'Q 9 0.63 2.1-5.2 "Ayu" (83.1%) 
Feb. 1， " 26 0.18 5.9-6.9 Q く94.9%)
グ 9，グ 74 12.8 5.7-7.0 ， く74.7%)

* avemge 

*本手¥oに産するシラウオ属には数種が知られているが，こ Lでは一応全部シラウオとして取扱っておく。

しかし筆者の I人〈堀田 1951)が赤羽根に近い高;盛村で 1月， 3月にシラス曳網中のシラウオはイシカワ

y ラウオであったことを報じたことかちこの記録には y ラウオ Salangichthysmicrodonとイシカワシラ

ウオ S ;shikawa;の両種が浪花して句、るものと恩われる。
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程度で却8時間で，勝化仔魚は全長 4.5mmであった。

6. 潟産シラウオのむヲス中の消長はその洞滋産卵と密援なる関係を有し.その現象は局部的なものであ

らうと考えられる。

木文を終るに当ち種々御指導をいた叫、た名大教授浜井生三博士並びに有益なる助言を与えられた元愛知

水試技師丹羽鎌一，安田治三郎の両氏及ひ調査に街:協力いた川、た衣ケ浦務諜協同組合久米新次郎氏に対し

衷心より誠意を表するof，.j表披県A苦手の盗事司を提供していた rいた茨主主県水甑藤木武氏K厚くお礼を申し述

べる。

lV摘要

シラウオの遡上期及び海産シラウ

オの生態について調査した結果は次

の通りである。

1. 遡上期では，雌綾の隊合集散

が非常K顕著で，その状態は10

日-15日の短週期をもって行わ

れている様である。

2. 生殖巣の成熟の様相と雌雄比

の交替状況とから，産卵期ば相

当長期聞に豆り，産卵初期は2

月下旬，盛期は3月-4月上旬

末期は5月上旬と恩われる。

3. 漆潮時には概して雄が多く，

落潮時には雌が多いと云える。

4. 大潮時には単位当漁獲高が少

く，小潮時には漁獲が多い傾向

が認められる。

5. 癖イfjr-:要する時聞は， 水温

9.50C程度で回4時間， 14.50C 

獲されるだけであるが静岡県吉田村地先(大井川河口〉ではとの頃にはシラス漁獲物の殆んど大部分が本穫

で占bられて居り〈第5表〕叉茨妓県沿岸でも本種の漁期中 (3月， 4月〉にはやはり Pラス中の混合比が

多いとe.J，.対比して考えると.シラウオのシラス中の消長は.その泊滋状態.産卵と密接なる関連を有し，

その現象は極bて局部的な亀のと思われる。漁獲月毎に湿るた体長類度分布を画くと第9図を得る。とれか

ら産卵，野刷機の6月以降極めて順調に時期と共に成長していくと M 申jる。との様なととは茨妓県沿海に

於ても認あられる。く第6表〉

Table 6. The frequency of the the body length 
of the “Shirauo" in each months 
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